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③
自
立
支
援
法
実
施
で
の
支
援
は
、
適
切

な
実
施
は
行
っ
て
い
ま
す
が
、
利
用
者
へ

の
負
担
増
や
提
供
事
業
者
か
ら
の
不
安

が
生
じ
て
る
こ
と
か
ら
情
報
提
供
や
相

談
に
応
じ
て
、
支
援
に
努
め
ま
す
。

④
検
診
の
充
実
は
、
基
本
健
康
診
査
へ
の

対
応
や
各
種
検
診
の
実
施
と
と
も
に
「
自

分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意
識

の
啓
発
・
関
係
団
体
と
の
協
働
で
事
業
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

19
年
度
予
算
編
成
と
重
点
施
策
は
。

　

19
年
度
予
算
の
編
成
は
、
財
政
状

況
を
直
視
し「
村
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

に
沿
っ
て
行
い
ま
す
。
行
政
コ
ス
ト
の
縮
減

を
、
事
業
の
必
要
性
・
有
効
性
、
ま
た
緊

急
性
の
評
価
と
検
証
を
行
い
精
査
し
ま
す
。

地
域
課
題
に
つ
い
て
は
着
実
な
取
り
組
み

の
予
算
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

重
点
施
策
は
、
村
が
自
立
す
る
た
め
の

「
産
業
基
盤
の
構
築
」、
自
然
環
境
の
保
全

の
た
め
「
循
環
型
社
会
の
構
築
」、「
社
会
的

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
」
を
基
本
に
進

め
ま
す
。

武田　猛見 議員
　

福祉施策の位置づけは

福祉は財政を見据えて

　

福
祉
に
対
す
る
考
え
方
を
お
聞
き
し

ま
す
。

①
介
護
保
険
を
含
む
高
齢
者
へ
の
施
策
は
。

②
子
育
て
支
援
で
、乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
、

保
育
料
の
軽
減
拡
充
、
学
童
保
育
の
充
実
が

切
実
だ
が
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
の
認
識
は
。

③
障
害
者
自
立
支
援
の
実
施
で
、
利
用
者
・
事

業
者
へ
の
支
援
の
考
え
は
。

④
検
診
事
業
が
後
退
し
て
い
る
が
、
対
策
は
。

①
高
齢
者
施
策
は
、

事
業
計
画
を
策
定

し
実
施
し
て
ま
す
が
、

介
護
保
険
は
、
自
立
支

援
に
向
け
た
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
高
齢

者
施
策
は
、
各
種
の
教

室
や
「
閉
じ
こ
も
り
」

「
う
つ
」
へ
の
訪
問
支

援
を
行
っ
て
お
り
、
今

年
は
、「
認
知
症
ケ
ア

の
推
進
」
事
業
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

②
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
は
現
時
点
で

は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。
保
育
料
の
軽
減

は
、
財
政
状
況
か
ら
見
て
、
県
の
平
均
並

み
に
改
定
し
て
い
ま
す
が
、
現
時
点
で
は

現
行
の
基
準
で
進
め
ま
す
。

　
　

学
童
保
育
は
、
新
た
な
設
置
を
滝
沢

二
小
に
予
定
し
協
議
し
て
い
ま
す
。
他

の
施
設
の
老
朽
化
に
つ
い
て
も
学
校
敷
地

内
で
の
運
営
を
基
本
と
し
て
考
え
て
い

き
ま
す
。

Q1

生
活
弱
者
の
除
雪
支
援
は

作
業
班
を
構
成
し
て
対
応

山
谷　
　

仁 

議
員

　

国
の
三
位
一
体
の
改
革
や
膨
大
な
借

金
返
済
の
た
め
に
、
福
祉
の
後
退
や
弱

者
へ
の
支
援
が
低
下
す
る
社
会
環
境
の
中
、
国

の
施
策
や
村
民
の
状
況
に
合
せ
た
「
安
全
と
安

心
を
確
保
」
す
る
こ
と
が
自
治
体
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

生
活
弱
者
と
い
わ
れ
る
高
齢
者
や
、
障
害
を

持
っ
た
方
な
ど
に
対
す
る
除
雪
支
援
を
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

　

村
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
世

帯
に
お
け
る
日
常
生
活
の
安
全
確
保

を
重
要
と
考
え
、
18
年
２
月
に
「
滝
沢
村

福
祉
除
雪
実
施
要
綱
」
を
定
め
除
雪
対
応

を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

自
治
会
な
ど
の
地
域
で
除
雪
支
援
が
困

難
な
高
齢
者
や
障
害
者
の
世
帯
を
対
象
と

し
、
日
常
生
活
確
保
の
た
め
村
職
員
で
構

成
す
る
作
業
班
が
除
雪
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
除
雪
に
関
し
て
、
各
自
治

会
と
の
懇
談
会
を
持
ち
な
が
ら
自
治
会
連

合
会
の
理
事
会
で
構
成
す
る
協
議
会
を
年

2
回
開
催
し
、
私
道
を
含
め
た
総
合
的
除

雪
対
策
を
行
い
ま
す
。

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
の
策
定
は

　

19
年
よ
り
国
が
実
施
す
る
同
プ
ラ

ン
は
、
少
子
化
対
策
と
総
合
的
な
放
課

後
対
策
の
た
め
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。
村

内
に
は
10
箇
所
の
「
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
」
が
あ

る
が
、
ク
ラ
ブ
の
存
続
と
国
の
方
針
と
の
整
合

を
ど
う
図
っ
て
い
く
の
か
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
を
受
け
担
当
部
局
と

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や
、
地
域
子
ど

も
教
室
開
設
団
体
な
ど
と
継
続
し
た
話
し

合
い
や
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
へ
の
説
明
が
19
年
４
月
頃
に
な

る
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
、
二
つ
の
事

業
は
継
続
し
、
そ
の
後
、「
放
課
後
子
ど
も

プ
ラ
ン
」
の
具
現
性
を
見
据
え
、
活
動
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q1

（
新
志
会
）

▲昨年度の大雪では、地域で協力し、排雪作業を実施
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▲「冬まつり」での健康チェック（篠木自治会）


